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2．熱中症はどのようにして起こるのか

熱中症とは何か Ⅰ

2．熱中症はどのようにして起こるのか

図1-1　熱中症の起こり方
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どのような場所でなりやすいか

　高温、多湿、風が弱い、輻射源（熱を発生するもの）があるなどの環境では、体から外気への熱放散

が減少し、汗の蒸発も不十分となり、熱中症が発生しやすくなります。

＜具体例＞

　工事現場、運動場、体育館、一般の家庭の風呂場、気密性の高いビルやマンションの最上階など

　

　さらに知っておきたいことは、心臓疾患、糖尿病、精神神経疾患、広範囲の皮膚疾患なども「体温調

節が下手になっている」状態であるということです。心臓疾患や高血圧などで投与される薬剤や飲酒

も自律神経に影響したり、脱水を招いたりしますから要注意です。
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2．熱中症はどのようにして起こるのか

熱中症とは何かⅠ
熱中症を引き起こす条件

・ 気温が高い

・ 湿度が高い

・ 風が弱い

・ 日差しが強い

＜環境＞

激しい労働や運動によって

体内に著しい熱が産生される

暑い環境に体が充分に対応で

きていない

熱中症を引き起こす可能性

あり

＜からだ＞

図1-2　熱中症を引き起こす条件

どのような人がなりやすいか

・脱水状態にある人

・高齢者

・肥満の人

・過度の衣服を着ている人

・普段から運動をしていない人

・暑さに慣れていない人

・病気の人、体調の悪い人

主な症状主な症状水分減少率
（体重に占める割合）

水分減少率

22％％2％2％

33％％3％3％

8～108～10％％8～108～10％8～10％

55％％5％5％

のどの渇きのどの渇きのどの渇きのどの渇きのどの渇き

強い渇き、ぼんやりする、強い渇き、ぼんやりする、
食欲不振、食欲不振、
強い渇き、ぼんやりする、強い渇き、ぼんやりする、
食欲不振、食欲不振、
強い渇き、ぼんやりする、
食欲不振、

身体動揺、けいれん身体動揺、けいれん身体動揺、けいれん身体動揺、けいれん身体動揺、けいれん

頭痛、熱にうだる感じ頭痛、熱にうだる感じ頭痛、熱にうだる感じ頭痛、熱にうだる感じ頭痛、熱にうだる感じ

皮膚の紅潮、イライラする、皮膚の紅潮、イライラする、
体温上昇、疲労困ぱい、体温上昇、疲労困ぱい、
尿量の減少と濃縮尿量の減少と濃縮

皮膚の紅潮、イライラする、皮膚の紅潮、イライラする、
体温上昇、疲労困ぱい、体温上昇、疲労困ぱい、
尿量の減少と濃縮尿量の減少と濃縮

皮膚の紅潮、イライラする、
体温上昇、疲労困ぱい、
尿量の減少と濃縮

44％％4％4％

（出典：Adolph, E.F. et al., 中井改変）
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